
     

  職場復帰支援（リワーク支援）のご案内 

    独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構 千葉障害者職業センター  

 
リワークとは、「復職」の Return to work を意味しています。 

うつ病などで休職されている方が円滑に職場に復帰することができるよう、主治医との連携のもと、休職者と事業主に支援していま

す。ぜひご利用ください。 

 
支援を受けるためには 
●対象者が、職場復帰に向けて、センターの支援を受けることに同意していること 
●主治医が、①職場復帰に向けて活動を行うこと、②センターの支援を受けること、を認めていること 
●雇用事業主が職場復帰のための取り組みを行うことを認めていること 
 
支援内容 
●職場復帰のコーディネート 
 センターは、対象者・雇用事業主・主治医との相談等を通じて、職場復帰について３者の意思や意向を確

認し、職場復帰に向けた活動の進め方や目標について共通の理解と合意の形成を図ります。 
●リワーク支援 
 コーディネートの結果、センターのリワーク支援を実施することになった場合には職場復帰支援の計画を

立てたうえでセンター内支援を中心に支援を実施します。また、必要に応じてリハビリ出勤支援を行いま
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

支援の流れ      【対象者】               【事業主】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復職前のウォーミングアップ 
 

 

  
電話、メールによるフォローアップ 

 
 
 

職場復帰のコーディネート 

三者の合意（対象者・事業所・主治医） 

面接・調査・各種検査（適性検査・性格検査）
○主治医から本人の病状に応じた支援方法 

の助言（医療情報） 

事業所より聞き取り 
職場復帰に関する意向、職場の状況等の 
把握・分析

 

期間評価 

支援計画・スケジュールの策定 

 
状況・課題に応じたプログラム・スケジュー 
ルを作成 
 
○主治医に対して：センターから支援状況の 

情報提供、病状の変化についての相談 

 
センター内支援の状況の提供 
担当者との支援状況の情報共有 
必要に応じて事業所を訪問し、事業所内 
の体制、職務の分析に基づき、業務内容、
業務量、出勤ペースなどに関して助言 

 
センター内
支援の実施

 
12 週程度

リハビリ出勤支援（事業所に制度があればそちらを利用） 

対象者に関して 
○生活リズムの構築及び復職等に必要な基

礎的な体力の向上 
○職務遂行に必要な集中力、持続力等の向上
○ストレス場面での気分、体調の自己管理及

び対人技能の習得 
○転機をチャンスに変えるための資源を充

実させるためのキャリアデザイン 

雇用事業主に関して 
○職場復帰のための職務内容、労働条件等設定

に関する助言・援助 
○職場復帰受け入れのための上司、同僚等理解
 の促進に関する助言・援助 
○職場復帰後の支援対象者の状況把握や適切な

対処方法に関する助言・援助 
○家族・主治医との連携に関する助言・援助

職場復帰・フォローアップ 

 



 
    

皆様からの声 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交通のご案内 
 

・JR 千葉みなと駅から徒歩約 7 分 
・JR 千葉駅から徒歩約 14 分 
・京成新千葉駅から徒歩約 5 分 
・モノレール市役所前駅から徒歩約 7 分 
・千葉駅北口 23 番乗場 千葉シティバス「稲毛駅」行 
 「ハローワーク千葉」下車、徒歩 0 分（1 時間に 2、３本）  

千葉障害者職業センターはハローワーク千葉との合同庁舎の
4 階にあります。駐車場は混雑しますので、公共交通機関の利
用をお勧めします。車でいらっしゃる場合は時間に余裕を持っ
ておいでください。 

 
千葉障害者職業センター 
 

所在地 〒261-0001 千葉県千葉市美浜区幸町 1-1-3  
 TEL 043-204-2080  FAX 043-204-2083 

○休職中は、人に会って話す等の気遣いが必要な場面をできるだけ避けて生活していました。そ
のため、センターに通い始めた頃は、疲れを多く感じましたが,継続して支援を受けることによ
り徐々に人との関わりにも耐性がつきました。また、生活リズムも整えることができました。
職場に復帰した当初は、戸惑いや不安がありましたが、リワーク支援を通じて事前にウォーミ
ングアップを行っていたので、何とか持ちこたえることができました。ウォーミングアップ
をしないで職場に復帰していたら、想像以上にきつかっただろうと思います。（Ａさん）

○以前は、動機や発汗等のストレスや疲れのサインに注意していませんでしたが、「ストレス対
処講習」で動悸や発汗等が不調のサインであることを学び、今では疲れがたまっているような
ら控え目にしておこうとか、身体を休めた方がよいなど考えることができるようになりました。
ストレスのサインを感じた時はストレッチを行い、ストレス解消に役立てています。（Ｂさん）

○リワーク支援では、センターの障害者職業カウンセラーから、本人や産業医なども交えたケース
会議の場で、節目ごとにセンター内支援での従業員の様子や支援の進捗状況について説明を受
けました。このことは、当社にとって、復職時期の見極めや復帰後の配置・職務内容等の検討
等、社内での受け入れ準備を進める上で非常に役立ちました。（人事担当者）

○Ａさんの職場復帰に関する不安や悩みについて、センターに相談し、いろいろ教えてもらえて
助かりました。一番助かったことは、私たちが、Ａさんを傷つけてしまわないかと心配で、な
かなか訊けないような本人の気持ちや希望を、センターの障害者職業カウンセラーから把握で
きました。そしてそれを踏まえてＡさんにどのように接したらよいか、何をどこまで言っても
よいか等について、カウンセラーがアドバイスしてくれたことです。（職場の上司）

○休職している患者が、休職後、ある程度活動できる状態まで回復すると、次の目標設定とし
て、一時的に家庭内で家事をすることを勧めています。しかし、そのうち復職への期待が高
まるとともに焦りを感じるようになります。
そこで、「復職がうまくいくためには焦りは禁物です。どのように復職を進めるか一緒に考
えてもらえる機関がありますよ」と話し、リワーク支援の利用を勧めました。
リワーク支援は、通勤して仕事をするのと同じような体験ができ、休職者にとっては、復職
に向けたより具体的な目標設定ができるので、とても有意義な制度であると考えています。
（主治医）
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☆お気軽にお問い合わせください 


